２－１　母子歯科保健
妊娠期は身体的変化や生活習慣の変化などにより、むし歯の増加や歯肉炎を起こしやすくなります。妊婦の歯科保健に対する意識は、乳幼児の口腔状態に大きな影響を及ぼすため、歯科保健知識を高めることにより、子供の歯の健康を守ることが重要です。
乳幼児期のむし歯の発症には生活環境が大きく影響します。適切な育児方法の指導、フッ化物の応用、間食の与え方や口腔清掃の指導などを、歯科保健教育として取り組むことが大切となります。また、むし歯予防を進めていくなかで、噛むことや食育、健康づくりの観点から歯科保健指導や支援を行い、乳幼児期からの歯科保健の大切さを啓発していくことが大事となります。
（１）妊娠期

【現状と課題】
○妊娠期はホルモンのバランスが変化するため、歯肉が炎症を起こしやすくなったり、食べる回数や嗜好が変わることがあります。また、つわりのため歯みがきが十分できなくなり、むし歯や歯肉炎を起こしやすくなります。
○最近、歯周病が早産や低体重児出産の一因となることが明らかになってきました。妊娠中の口の変化や自分にあった歯みがきを知ることで、口腔のトラブルを防ぐとともに、歯科健診を受け、必要に応じて歯科治療を行うことが大切です。
　
　 ○本県では、２９の市町村で母親学級の中で歯科についても指導を行っています。そのなかで、豊前市など１市２町では、歯科医師も参加し歯科保健指導を行っています。
      ○本県では、北九州市、福岡市をはじめ３市３町村が妊婦歯科健診を実施しています。

　　　　　　  表２－１－１　妊産婦健診等の実施状況

	項　　　　　目
	市町村数
	備　　　考

	母親学級

	歯科医師参加
	　　　３
	豊前市、水巻町、苅田町

	
	歯科医師不参加
	２６
	北九州市、福岡市など

	
	合　　　　　計
	２９
	

	妊婦歯科健診


	集　団　健　診
	　　　２
	水巻町、星野村

	
	個　別　健　診
	　　　４
	北九州市、福岡市など

	
	合　　　　　計
	　　　６
	


　　　　 
※母親学級とは、主に初めて妊娠された方を対象として、産婦人科医をはじめ保健師、
助産師、栄養士などが妊娠、出産、育児について行う指導などのこと。
　　　  　 ※集団健診とは、市町村役場などで一斉に集まって行う健康診査のこと。
　　　   ※個別健診とは、受診者が市町村の指定する歯科医療機関に出向いて行う健康診査の
こと。

· 本県では、モデル地域を設定し、妊婦の口腔管理事業を実施しています。

表２－１－２　妊婦口腔健康管理システム構築事業の概要

	事 業 名
	妊婦口腔健康管理システム構築事業（福岡県歯科医師会に委託）

	開始年度
	平成18年度～平成20年度

	事業目的
	食生活やホルモンの変化により乱れやすくなる妊娠期の口腔健康管理システムの構築。

	モデル地域
	H18年度：福岡市、H19年度：豊前築上、H20年度：宗像

	事業内容
	１．妊婦教室等での歯科保健指導、う蝕・歯周疾患関連細菌検査

２．ﾊｲﾘｽｸ者に対する歯科保健指導、フッ化物応用、PMTC（専門家による口腔清掃）の実施。


【今後の方向】

○市町村に対して、母親学級の中に歯科保健指導を取り入れることや、妊婦歯科検診を実施することなどを働きかけていきます。

○妊娠期の口腔ケアの重要性について、広く普及・啓発を図っていきます。
（２）乳児期（０歳～1歳児頃）

【現状と課題】
○乳児期は食べ物を取り込み、すりつぶし、飲み込む能力を獲得する大切な時期です。

○むし歯の原因になるミュータンス菌は、保護者の口腔内から感染することが多いため、保護者の口腔ケアが大切となります。
○妊産婦は出産後の赤ちゃんのむし歯予防や、上手に食べることができるよう口腔機能を考えた離乳食を与えるなど、妊娠中から役立つ知識を身につけることが大切です。
※哺乳びんを長期間、就寝前に使用すると、急激にむし歯が広がり、特に上顎前歯に重度のむし歯がみられるようになります。
さらに、哺乳びんの中に砂糖の入ったスポーツ飲料や乳酸飲料を入れるとひどいむし歯になると同時に乳児の味覚に悪影響を与えます。
【今後の方向】

○市町村において歯科保健指導や離乳食教室が行われていることから、歯科関係者の参画を促進するとともに、広く乳児の口腔ケアの大切さを啓発していきます。
（３）幼児期（１歳６か月～３歳児頃）
【現状と課題】
○この時期は健康づくりの基礎である食生活が確立される時期です。離乳が完了し、食事内容も豊富になり、歯ぐきで食べる時期から歯で噛んで食べる時期になります。

○食生活の基本である「バランスの良い食事を摂り、様々な食材を良く噛んで食べる」習慣の形成が重要です。

○本県では、全ての市町村で１歳６か月児健診及び３歳児健診が実施されています。そのなかで市町村では乳幼児歯科相談などが、また、吉富町及び星野村では健診対象児の母親に対しても歯科健診が実施されています。
表２－１－３　歯科健康診査等の実施状況

	項　　　　　目
	市町村数
	備　　　考

	１歳６か月児健診
	集団健診
	　　６１
	福岡市、大牟田市など

	
	個別健診
	　６
	北九州市、筑紫野市など

	３歳児健診
	集団健診
	　　６２
	福岡市、大牟田市など

	
	個別健診
	　　　５
	北九州市、大野城市など

	歯科衛生相談室、乳幼児歯科相談等
	集団健診
	　　２９
	大牟田市、田川市など

	
	個別健診
	　　　８
	直方市、小郡市など

	産 婦 歯 科 健 診
	集団健診
	　　２
	吉富町、星野村


· 久留米市では、１歳６か月児、３歳児健診を集団健診、個別健診の両方で
　実施しています。
○平成19年度、本県の１歳６ヶ月児の一人平均むし歯数は0.11本、むし歯有病者は3.8％で約100人に4人がむし歯に罹患しており、全国と比べ若干高い状況にあります。
　　　　　図２－１－１　1歳６か月児むし歯数及びむし歯有病率
　　　[image: image1.emf]１歳６か月児むし歯数及びむし歯有病率

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

H9年度 H11年度 H13年度 H15年度 H17年度 H19年度

（割合）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

（本数）

一人平均むし歯数 全　 国

一人平均むし歯数 福岡県

むし歯有病者率（％） 全   国

むし歯有病者率（％） 福岡県


	項　　　目
	H9年度
	H15年度
	H16年度
	H17年度
	H18年度
	H19年度

	一 人 平 均
む し 歯 数
	全国平均
	０．１４
	０．１１
	０．１０
	０．０９
	０．０９
	０．０８

	
	福 岡 県
	０．１６
	０．１５
	０．１４
	０．１３
	０．１３
	０．１１

	む し 歯

有 病 率(%)
	全国平均
	５．０
	３．４
	３．２
	３．１
	３．０
	２．８

	
	福 岡 県
	６．０
	４．４
	３．２
	４．０
	４．０
	３．８


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○平成19年度、本県の３歳児の一人平均むし歯数は0.95本、むし歯有病者は26.3％で約４人に１人がむし歯に罹患しており、全国とほぼ等しい状況です。
　　　　　図２－１－２　３歳児むし歯数及びむし歯有病率

　　[image: image2.emf]３歳児むし歯数及びむし歯有病率
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	項　　　目
	H9年度
	H15年度
	H16年度
	H17年度
	H18年度
	H19年度

	一 人 平 均
む し 歯 数
	全国平均
	１．８８
	１．３２
	１．２４
	１．１４
	１．０６
	１．００

	
	福 岡 県
	１．５６
	１．３１
	１．２１
	１．１１
	０．９９
	０．９５

	む し 歯

有 病 率(%)
	全国平均
	４１．２
	３１．３
	２９．８
	２８．０
	２６．６
	２５．９

	
	福 岡 県
	３８．２
	３０．８
	２６．５
	２８．０
	２７．１
	２６．３


【今後の方向】

○保育所・幼稚園での歯みがき指導や、１歳６か月児（２歳児）、３歳児の健診時におけるフッ化物塗布を促進します。
○公民館活動を通して、育児サロン・サークルなどでの歯科保健活動を支援するとともに、親子で参加できる歯科保健情報が得られる場づくりを支援します。

（４）幼児期（３歳児～就学前まで）
【現状と課題】
○この時期は乳歯列が完成し、永久歯を迎えるための準備を始める大切な時期であり、生涯にわたる基本的な歯科保健行動の形成において重要な時期です。
※乳歯とはいわゆる子どもの歯のこと。生後６か月頃から生え始め、２歳６か月頃までに　上下、左右、合計20本生えそろいます。

○歯科診療所での定期的な受診とともに、家庭での自己管理や、保育所、幼稚園など集団での管理が大切です。
○むし歯ができやすい時期であり、3歳児歯科健診などの結果に応じ適切なフォローアップが図れるよう、保護者への啓発や保育所や幼稚園と歯科保健関係者の連携が必要です。
○県内では、８市３町（25の保育所、幼稚園）でフッ化物洗口が実施されています。
（平成20年３月現在）

※フッ化物洗口とは、むし歯予防のため低濃度のフッ化ナトリウム溶液を用いて行う洗口（ブクブクうがい）のこと。
○５歳頃は、かみ合わせの中心となる第一大臼歯（永久歯）が萌出し始めるため、特にむし歯の予防が大切な時期です。

【今後の方向】
○３歳児歯科健診後のフォローアップを図るため、市町村と歯科医師会、歯科衛生士会の協力の下、フッ化物洗口や塗布の普及啓発や、集団歯科保健指導の実施を図るとともに、個別の治療勧告や指導が円滑に行えるような体制づくりを支援していきます。
○むし歯や不正咬合を防ぐため、保護者が歯科保健や生活習慣について適切な知識が得られるよう啓発を図ります。
○保育士、幼稚園教諭への指導・助言など、歯科保健関係者と連携ができるような環境づくりに努めます。




ゆっくりとよく噛んで食べる習慣





　８０２０を実現するためには、子どもの頃からの「よく噛んで食べる習慣」が大切です。ゆっくりとよく噛むことによって、顎や歯ぐきが鍛えられ丈夫になります。だ液の分泌がよくなり、口の中の病気を防ぎ、消化も助けます。また、食事量が少なくても満足感が得られ、生活習慣病の中でも肥満や糖尿病の予防が可能となります。よく噛むことは食育を考える上でも大切なことです。


  


　　　　　　　 　○肥満を防ぐ            　○発音をはっきりさせる　　　


　             ○脳の働きを活発にする  ○歯の病気を防ぎ口臭を少なくする　


　　　　　　　　 ○がんを防ぐ　　　　  　○味覚の発達を促す





　　　　　　　　○胃腸の働きを促進する　○全身の体力向上とストレス解消





噛む


８大効用
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